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北海道支部 ベトナム流通視察報告 

 － ２月２４日～２８日 － 

日食協北海道支部は、食品流通のグローバル化に関する見聞を広めるため、経済成長が目

ざましいベトナムの流通市場を研修することを目的に２月２４日（木）から２８日の日程でベトナム

のホーチミンを訪問した。 

ベトナム研修参加者                 （敬称略） 

氏 名 会社名 役 職 

村 山 圭 一 （株）スハラ食品 代表取締役会長 

奥 山 則 康 （一社）日本加工食品卸協会 専務理事 

黒 澤 良 一 国分北海道（株） 代表取締役執行役員 

石 川 伸 一 伊藤忠商事（株） 北海道支部 食料部長 

高 橋 敏 彦 福山醸造（株） 専務取締役 

伊 藤  寿 エースコック（株） 北海道支店 支店長 

向 田 隆 志 伊藤忠食品（株） 北海道支店 支店長 

苅 野 尚 人 三井食品（株） 北海道支社 支社長 

横 川 啓 樹 （株）ＭＳ北海道  

小 島  享 日本アクセス北海道（株） 営業企画部長 

安 藤 一 哉 伊藤忠食品（株） 営業課長補佐 

妻 鳥  貢 （株）スハラ食品 販売一課係長 

中 川 純 一 郎 名鉄観光サービス（株） 添乗員 

 

研修行程 

２月２４日（水） 新千歳空港発⇒成田空港経由⇒タンソンニャット国際空港 

２月２５日（木） エースコックベトナム（株）工場視察⇒国分グループ本社（株） 現地駐在員と

交流会⇒ホーチミン市内流通視察 

２月２６日（金） 伊藤忠商事（株）ホーチミン事務所⇒ホーチミン市内流通視察⇒ベトナム戦争博

物館見学 

２月２７日（土） クチトンネル見学⇒タンソンニャット空港⇒成田空港 

２月２８日（日） 成田空港⇒千歳空港 

 

「ベトナム社会主義共和国：ベトナム」 

インドシナ半島の東側に位置し、南シナ海の沿って伸びるベトナム。北緯２３度から赤道近く

の北緯８度にまで及ぶ国土は山脈や高原地帯に包まれ、その合間にある平地地帯に町が集中

している。主な平地地帯は３つで、ハノイを中心とした北部、フエやダナンなどハイヴァン峠に広

がる中部、ホーチミンを有する南部。北部は寒暖差の激しい亜熱帯気候、中部は台風や洪水な

支部活動 
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どの多発地帯、南部は年間を通して２７～２８度の熱い地域と都市ごとに気候が異なり、地域性

を豊かにしている。内乱や国際的な戦争を繰り返してきた複雑な歴史を持ち、その間に民族も

多様化していった。現在は５４種類もの民族が共存する多民族国家となっている。紀元前１００

年ごろから約１０００年間は中国の支配を受け、１４２８年に独立。その後も内乱が続き、１９世紀

半ばからベトナム戦争終結の１９７４年まではフランスなど諸外国からの侵攻も受けた。戦後は最

貧国の一つといわれたが、１９８６年の改革政策「ドイモイ」が採択され、市場経済の導入やアセ

アン加入で発展。文学や絵画にも自由な気風が生まれ、あらゆる面でエネルギッシュな変革を

遂げている。 

 

ベトナム概要 

首 都 ハノイ 

日本との時差 ２時間（サマータイムはなし） 

言 語 ベトナム語 

人 口 約９，０７３万人（都市部３３．１％、地方部６６．９％） 

面 積 約３３万Ｋ㎡（日本の０．８倍 九州を除いた面積に相当） 

民 族 京（キン）族（約５０％）他５３民族 

宗 教 大乗仏教（８０％）、カトリック等 

行 政 ５８省、５直轄都市（ハノイ、ホーチミン、ハイフォン、ダナン、カントー） 

気 候 南部：熱帯性気候 北部：亜熱帯性気候 

識字率 ９４．８％（２０１３年） 大学・短大卒業者数 約４１万人（２０１３年） 

通 貨 ベトナムドン（１ドン＝０．００５円） 

一人当たりＧＤＰ  ２，０５３ＣＳＤ（２０１４年度） 

経済成長率 ６．０％（２０１４年） 

日本企業の投資件数 ５１７件 ２２億９，９００万ＵＳＤ 

年間人口増加率 １．０３％（２０１４年）  

 

ベトナム投資のメリットと課題 

【メリット】 【課題】 

・豊富で勤勉で若くて安価な労働力 
（低コストの割に質が高い） 
・将来期待できる９，０００万人消費市場 
（アセアン３位）  
・安定した政治（共産党・一党独裁） 
・宗教問題が発生しない 
・香港とシンガポールの中間点、中国とアセア
ンを結ぶ位置 
・安い電力料金 
・大規模な自然災害の少なさ  

・原材料・部品等現地調達率の低さ  
・不透明な法制度の運用や、税制・税務、税
関手続きの煩雑さ 
・不透明な商習慣 
・人材の確保、中間マネジメント層の人材が
薄く、比較的高賃金 
・経済圏が南北に分断しており効率が悪い 
・賃金上昇、マクロ経済運営の経験不足 
（不安定さ） 

 

研修参加者所感 

今回のベトナム視察について、今後の我々卸の目指すマーケットについてのヒントがあり、非常に勉

強になりました。ベトナムの経済は成長しており、人口の半分は２９歳以下。物流面でのインフラは整っ

ておりませんが、大きく成長していく事が目に見えて感じられました。２０２０年には日本からの支援によ

り、ホーチミン市に地下鉄が出来るとの事。視察時にも工事が着工されておりました。 

我々卸の未来は、マーケットが開けていない諸外国での物流構築が、最大の課題と感じました。
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ベトナムの食品流通について 

国分株式会社ベトナム駐在員との交流会時資料 
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●主な視察小売業 

   

   

Ｂ’ＳＭＡＲＴ サークルＫ ロッテマート 

ファミリーマート クレセントモール内ジャイアント ミニストップ 
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エースコックベトナム（株）研修資料 
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 クチトンネル歴史遺跡にて 伊藤忠商事ホーチミン事務所内にて研修 

エースコックベトナム社内研修 
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近畿支部 共催で講演会開催 

 － ２月２９日 － 

日本加工食品卸協会近畿支部は、２月２９日（月）大阪府食品卸

同業会と共催で大阪市内の太閤閣で講演会を開催した。今回は、キ

ユーピー前社長で山城経営研究所社長の鈴木豊氏を講師に招き「経

営理念と実践」と題して講演を行った。会員約１６０人が参加した。 

冒頭、大阪府食品卸同業会会長の魚住直之会長（伊藤忠食品執

行役員西日本営業本部本部長）は「講師の鈴木さんは１５年前、キユ

ーピーの取締役大阪支店長を務められていた。本日、ご参集の皆さん

には、おなじみだと思う。山城経営研究所は経営幹部を教育する会

社。鈴木さんも研修を受け、社長になったと聞く」と紹介した。講演した

鈴木氏は、リーダーがメンバーと経営理念・企業理念を共有し、理解の徹底、方向性の具体的

指示を行うことで、結果と成果の定義の違いを示し、プロセス価値を導入し、リーダーの状況に

応じて果たすべき役割、結果責任の取り方を論じた。 

 

講演する鈴木豊氏 

講演会会場 


